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Towards massive-channel audio sensing via LEDs and a camera
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～LEDと高速カメラで挑む超多チャネル音響信号の観測～
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複数のマイクを並べるマイクロホ
ンアレーは、マイク数を増やすこ
とで、音響空間をまるごと観測し
臨場感再現、指向性収音、雑音除
去などの機能を高めることが可能
です。我々は並列性に優れる可視
光通信を利用し、従来にはない大
規模アレーの実現を目指していま
す。

大規模なマイクロホンアレーを作
成することは、配線の煩雑さやコ
スト面から困難でした。我々は
LED送信機を搭載する音響センサ
と受信用の高速カメラ、GPGPUを
使った高速並列画像処理により、
配線や電波帯域に制約されな
い 自由度の高いマイクロホンア
レーを実現しました。

現在のGPGPUでも10,000チャネ

ル以上の実時間処理が可能で
す。加えてカメラなどの性能向
上を考慮すれば、近い将来、よ
り大規模な音響計測システムの
実現が可能になる見込みです。
これにより頑健性の高い指向性
収音や超臨場感音場伝送などへ
の応用が期待されます。
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